
 

       
６月２３日、中学校を会場に授業実践交流会が実施されました。各学年の

授業（１年生社会、２年生数学、３年

生英語）が公開され、各小中学校の教

員およそ５０名が参観しました。  
中学１年生は小学校卒業から３ヶ月

が経ち、学校生活にすっかり慣れたよ

うです。姿勢よく話を聞き、自分の考

えを整理し、学習課題を発表する姿に、

小学校の先生方は、子どもたちの成長

を実感していました。  
授業参観後の学年部会では、授業を

参観した感想や気づいたこと等が交流

されるとともに、「挙手が多い」「互い  
の考えを伝えあう話し合いが積極的」

「分からないことを伝えられない様子

がある」等、生徒の実態が協議されま

した。  
さらに、中学校進学後の学びのスタ

イルの定着は、小中学校共通した「厚

沢部町学習スタンダード」の指導によ

るものであり、小中一貫した取組の現

われと感じたところです。  
第２回授業実践交流会は、８月末に

館小学校を会場に実施の予定です。   
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